
取組内容
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月の下アートセンター 富岡町心の復興事業計画書

・月の下アートセンターの認知度向上とともに、活動日を増やし、ゆくゆくは毎日のように訪れることができる場所を目指す。
・夜の森公園を活用し、地域のコミュニティ拠点としての可能性を模索する。
・様々な地域活動団体と連携し、アートセンターとしてアートプロジェクトの展開などに取組み世代間交流を進める。
・町民の文化資産の形成に尽力し、人々の知的好奇心を育むとともに文化芸術を起点とした人々の心の復興を実現する。

月の下アートセンター 場所：時の海-東北プロジェクトオフィス

第 １回 10月 3日 15:00-21:00 
第 ２回 10月10日 15:00-21:00
第 ３回 10月17日 15:00-21:00
第 ４回 10月24日 15:00-21:00
第 ５回 10月31日 15:00-21:00 
第 ６回 11月 7日 15:00-21:00 
第 ７回 11月14日 15:00-21:00
第 ８回 11月21日 15:00-21:00 
第 ９回 11月28日 15:00-21:00
第１０回 12月 5日 15:00-21:00

次年度以降の展開

取組全体の目的・概要：
2024年8月に活動を開始した月の下アートセンターは、地域住民や訪問者が交流し、新たな価値を共に創造する場です。毎週木曜日に開館し、アートを通じた交流の機会や地域再生

の事例を学ぶ対話の機会をつくり、参加者の文化資本向上からの地域づくりに取り組んでいます。文化資本とは知識、スキル、教育、社会的な趣味など個人が有する無形の財産を指

し、一人一人が豊かな生活を過ごすために欠かせないものです。復興のフェーズが変化している今、一人一人がより豊かな人生を富岡町で過ごすためにも、新たな視点と関係性を育

む機会の継続的な展開、そして世代を超えた新たな人々がつながる交流機会をつくりだしていきます。

取組の目的・概要、効果・特徴

取組の効果・特徴：
生きがいづくりとしての効果
アート活動や世代を横断した対話の機会は、表現の自由さや自己実現を通じて、参加者が自身の価値を再確認し、生きがいを見出す重要な手段です。特に、高齢者や震災被災者に
とって、心の癒しとともに日常の中で自らの存在意義を感じる場を提供することは、孤独感や無力感を軽減し、生きがいづくりに繋がります。

費用対効果
月の下アートセンターは、さまざまな地域住民やアーティストとの協力により運営され、低コストでの活動が可能です。ワークショップや創作活動は、参加者の心身の回復と地域のコ
ミュニティ再生に対して大きな効果を生み出します。活動頻度が高く、参加者も幅広いため、長期的な視点で見ても地域全体に与える効果は非常に大きいと考えられます。さらに、子ど
もたちを含む多世代参加が可能なプログラムを提供することで、費用以上の社会的な価値を生み出すことが期待されます。

（福島県富岡町）

令和５年度 「心の復興」事業

第１１回 12月12日 15:00-21:00
第１２回 12月19日 15:00-21:00
第１３回 1月 9日 15:00-21:00
第１４回 1月16日 15:00-21:00
第１５回 1月23日 15:00-21:00 
第１６回 1月30日 15:00-21:00 
第１７回 2月 6日 15:00-21:00
第１８回 2月13日 15:00-21:00 
第１９回 2月20日 15:00-21:00
第２０回 2月27日 15:00-21:00

夜の森ピクニック 場所：夜の森公園

第１回 10月27日 12:00-20:00
第２回 11月下旬

Poetry by the sea

第１回 10月27日 19:00-20:00
第２回 11月下旬
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